
TMPS医学館 過去問解説図書館

小 論 文
国際医療福祉大学医学部 2026年度型

そっくり類題
※ これは国際医療福祉大学の入試問題ではありません。

2026年度の出題形式（1題・600字以内・60分）をもとに、
TMPS医学館が題材を変えて作成したオリジナル問題です。

試験時間の目安：60分 （解答は600字以内）

• 次ページの原稿用紙（縦20字×30行＝600字）に、横書きで解答してください。

• 句読点や「」も1字として数え、600字を超えないようにしてください。段落の最初は1マスあけま
す。

• 解答例と解説は、解説ページ（TMPS医学館の過去問解説図書館）に掲載しています。

問 高齢化と人口減少が進む地方では、救急搬送に時間がかかる地域が増え、医師の数も限
られている。一方で、オンライン診療や、AIによる画像診断の支援など、離れた場所でも医
療を届けるための技術は進歩している。また、地域の病院を維持することについては、費用
や人手の面から意見が分かれている。限られた医師や資源を使って地域の医療を守るため
に、何を重視すべきか。これからの医療の担い手として、あなたの意見を600字以内で述べ
なさい。

設計図メモ（書く前の整理に使ってください。提出しません）

医療者として：

反対意見への応答：

柱➁：

柱➀：

現状と課題：

立場（結論）：
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解答用紙（原稿用紙　20字×30行） 100字ごとに右に目印があります
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